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ルカ 2.：.8-17

2:8 さて、この土地に、羊飼いたちが、野宿で夜番をしながら羊の

群れを見守っていた。

2:9 すると、主の使いが彼らのところに来て、主の栄光が回りを照ら

したので、彼らはひどく恐れた。

2:10 御使いは彼らに言った。「恐れることはありません。今、私は

この民全体のためのすばらしい喜びを知らせに来たのです。

2:11 きょうダビデの町で、あなたがたのために、救い主がお生まれに

なりました。この方こそ主キリストです。

2:12 あなたがたは、布にくるまって飼葉おけに寝ておられるみどりご

を見つけます。これが、あなたがたのためのしるしです。」

2:13 すると、たちまち、その御使いといっしょに、多くの天の軍勢が

現われて、神を賛美して言った。

2:14 「いと高き所に、栄光が、神にあるように。地の上に、平和が、

御心にかなう人々にあるように。」

2:15 御使いたちが彼らを離れて天に帰ったとき、羊飼いたちは互い

に話し合った。「さあ、ベツレヘムに行って、主が私たちに知らせて

くださったこの出来事を見て来よう。」

2:16 そして急いで行って、マリヤとヨセフと、飼葉おけに寝ておられる

みどりごとを捜し当てた。

2:17 それを見たとき、羊飼いたちは、この幼子について告げられた

ことを知らせた。

イザヤ 53.：.1-5

53:1 私たちの聞いたことを、だれが信じたか。主の御腕は、だれに

現われたのか。

53:2 彼は主の前に若枝のように芽生え、砂漠の地から出る根のよう

に育った。彼には、私たちが見とれるような姿もなく、輝きもなく、

私たちが慕うような見ばえもない。

53:3 彼はさげすまれ、人々からのけ者にされ、悲しみの人で病を

知っていた。人が顔をそむけるほどさげすまれ、私たちも彼を

尊ばなかった。

53:4 まことに、彼は私たちの病を負い、私たちの痛みをになった。

だが、私たちは思った。彼は罰せられ、神に打たれ、苦しめられた

のだと。

53:5 しかし、彼は、私たちのそむきの罪のために刺し通され、私たち

の咎のために砕かれた。彼への懲らしめが私たちに平安をもたら

し、彼の打ち傷によって、私たちはいやされた。

. 《 みことばと.の交わり 》

今日のみことばを一週間、祈り口ずさみましょう。


